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９月、運動会に向けた保育がはじまります。運動会は、アクシデントの有無や当日の

子どもたちの姿によって評価されることが一般的です。しかし、運動会は、一定の期間、

園全体が集中する“テーマ保育”です。そこで、１つ１つの種目の中に子どもの力を引

き出すための工夫がなされる事、そして、練習の過程において、個々の子どもが、ある

いは、子ども集団にとって“豊かな学び合いになる経験とは何か”という問いを発しな

がら、創意ある練習法やかかわり方を編み出す事、この２つが評価の基本的な視点であ

り、保育として建前論ではなくて、とても大事な“ありよう”だと認識しています。 

 

日本の保育現場では「あまり無理をさせないように練習します…」とか「日頃の遊び

の延長として取り組みます…」などの“やさしい言葉”を使う慣習があります。一方、

練習がはじまると「ビシッと言わないと子どもはダラける」等の理由で叱咤激励する、

コワ～イ保育者がちょくちょく登場します。実際、ビシッと言われて気合いが入る子も

居れば、ますます嫌気が増す子も居ます。私たちの保育園は“練習方法が大事である”、

つまり“子どものがんばり”以上に“保育者の創意とかかわり方”が、問われていると

言う考え方で、運動会の練習を保育として、より豊かに取り組もうとしています。 

 

例えば、本番はミズモノといわれる２～３歳児のかけっこもスタート地点にイスを置

くという工夫をします。出番の子どもはイスに座って「ヨーイ」で立ち「ドン」でスタ

ートする、この方法だと、子ども自身が要領を得て、普段の力を出しやすくなります。 

３～５歳児の競技の練習では、勝負がついてバンザイするだけのかかわり方ではなく

て、その都度、子どもたちそれぞれが、自分と友達のがんばりを語り合い、勝負の結果

についても振り返る、そんな時間が保育として大切で、そこに意味があると考えます。   

５歳児のリレーも走る順番を毎回、話し合いで決めたり、くじ引きの結果によって、

さっとチームづくりをするなどの経験の積み重ねで関係性の深まりをめざします。 

 

バルーンの練習に至っては、イチからチクイチ保育者が指導する従来型の方法を改め

て、先生たちがモデルで演じたものを子どもたちは DVD で鑑賞する、それをくり返せ

ば、わずかな期間で主体的に意欲を出して覚えてしまいます（覚える能力は大人以上）。

不確かな子どもは周囲の子どもを真似ようとします。そこでは、先生の叱咤の声は無用

です。そして、ここからが肝心！ 子どもだけで演じたものを録画し、事後、すぐに再

生して視聴します。つまり、子どもたちが自分たちの出来栄えを語り合い、自分たちの

チカラで完成度を高めようと努めます。このような練習過程は、保育者のやさしさでも

厳しさでもない、“子どもがより良く育って欲しい”と願う愛情表現の１つの形です。 


